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緒 言
私達は縫自の強さに彰響を与える要紫の2・3について既に報告した。即ち縫糸の太さと針回数の
変化による縫呂の強さの変化{】)，縫製後洗濯することによる縫自の強さの変化めなど。
被服地を縫う場合にその縫自の強さはその生地iζ対してどの位の強さが要求されるかはその用途，
体裁などから考えて一概に言えないととである。しかし布の強さより縫呂の強さが大なることは如何
なる場合にも望ましくない。というのは被服が引張られた場合に縫目が破れたら再び縫えばまた元通
りになるが，布地が破れたのはつぎ物になってしまうから。と乙ろで縫目を立てて引張り試験を行っ
た場合iζ布地の傷みはじめる限界は縫居効率(縫自の強さの布の強さに対する比)が60-70%のと ζ
ろで，布の種類により多少異なる ζとがわかった(1)。次に問題となるのは， 布地より縫糸の方が先lζ
切れる限界内で縫糸の効率(“総自の強さ"の“縫糸の引掛強さ×針目数"に対する比)をよくする乙と
である。
そζで今まで行った縫自の強さの実験成績に基いて縫糸効率を検討したと ζろ，縫糸の種類 ・布の
種類を異にしても縫糸効率ICIま著るしい変化が見られなかったが，一針目閣の布糸数が増加すると減
少する傾向が見られた向。 ζの結論を実際と結びつけてみると，同じ強さの布地でもほそい糸で密に
絞られた織布を縫う場合と，太い糸で粗く織られた織布を縫う場合とでは針自の大きさ及び縫糸の太
さを変える必要のある ζとを示している。前者lζ対してはほそい縫糸で針目を小さくして縫い，後者
lと対しては太い糸で針目を大きくして縫うのが効率のょいととになる。
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との他縫糸効率lと影響を及ぼすものと して縫製操作を検討する必要があると考えた。それらの要素
としては縫製時の総製速度 ・針の太さ ・針孔のなめらかさ・ミシンの構造 ・縫製時K縫糸の受ける張
力 ・針の温度上昇など考えられるが，そのうち縫製速度 ・針の太さ ・針孔のなめらかさなどの相逃が
縫製後の縫糸の強さに影響を及ぼすか否かを検討した。縫製後の縫糸の強さが縫製前のそれに比し減
少している場合は縫糸効率が悪く，減少していない場合は効率がよいζ とになる。
報告の順序を，実験I一縫製速度を変化した場合の縫製後の縫糸の強さについて， 実験Eー ミシン
針の太さを変化した場合の縫製後の縫糸の強さについて，実験E一針孔のなめらかさの相違と縫製後
の縫糸の強さについて，とする。
実 験 1 
晒天竺木綿をカタン糸 50S・絹糸50S・テトロン糸田S・ナイロン糸田S の4種を用いて，縫製
速度を毎分1000針(家庭用 ミシン)・2α氾針 ・3αゅ針 ・4α治針・反則針(何れも工業用ミシン) Iと変
化して縫って後，その縫目の縫糸を傷っけないように上糸と下糸とを別々にほどいて，それらの糸の
抗張力を測定し，縫製前の同種の糸の抗強力と比較した。尚ミシンの回転数(縫製速度)の変化が縫
製後の糸の強さに影響するか否かを検討した。
1.実験 方 法
O. 試料一実験iζ用いた布の物理的性質は第1表 第1表天竺木綿の物理的性質
の通りである。 平面霊|厚さ |糸密度体/ω|糸の太さ(mm)
縫糸はカタン糸田S・絹糸田S・テトロン糸50S・mg/c皿 21mm 1 経 | 緯 |経糸 |総糸
ナイロン糸田S の4種で，その強伸度は第2表の通 14.4 10.3471 23.0 I 19.0 1 o.綿 I0.286 
り.である。
ミシン針は14番を用いた。
註.20本の平均値 4α)()・筑間iζ変化して5本づっ6目/cmの大きさの針
目で縫う。 縫製はカタン糸 ・綿糸の場合は毎分以X腕十の速度まで縫う乙とが出来たが，テトロン糸の
場合は4α)()針まで，ナイロン糸の場合は2αm針までは縫えたが，それ以上の場合は高速度縫製による
針の温度上昇のため縫糸が切断し縫うととが出来なかった。乙のようにして縫った後，縫いはじめと
縫い終りの却cmの部分を切り除き， 残った中央の部分即ち経型速度が一定と見倣される部分の縫目
を12cm長さに切断し，上糸と下糸とを別々にほどき取る。 乙の場合に上糸を試料とする時は下糸を
又下糸を試料とする時は上糸を，鋭い目打ちで切断しつつ縫目の上糸及び下糸を傷っけないようほど
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きとった。乙の糸を試料長10cmとなるようにして両端を紙片に固定する。
ζれら試料糸の数はカタン糸 ・絹糸については毎分l(削・笈削・筑間・4α)()・5000針の5通りの上
糸及び下糸各10本づつで，カタン糸の場合1∞本，絹糸の場合1∞本となる。テトロン糸は1α)()・2α)()
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.3000・4仰 の4通りで関本，ナイロン糸は1C削 ・笈削の2通りで40本である。乙れら各試料糸iζ対
し糸引張り試験機により切断抗張力を測定した。
b. 実験機械並びに測定方法一一縫製に使用したミシンはブラザー工業用高速度ミシン及び三菱家
庭用電動ミシンで，前者の縫製速度は毎分回∞量1.であるがプーリーの大きさを変化して4αぬ針 ・3αぬ
針針 ・20∞針に変化出来るようにした。後者の総製:iili度は毎分1α治針である。ミシン針は14番を用い
た。ミシンの回転速度の測定は AsahiHand Tachometer によった。
試料糸の切断抗張力の測定には島津製手動式糸引張り試験機を用い，1.9mm/secの速度で引強っ
fこ。
測定年月日は昭和33年6月と11月で，その時の温湿度は16-260C・55-709ぢの範囲であった。
2. 実験成績
の比とミシンの回転数との凶係を ~ 1. 2図 に示し
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Tこ。
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その強さは原糸の91.8-99.9%で，強さの減少度は小さく，又必ずしも回転数の増加に伴って減少し
ていない。
絹糸 田S の場合の上糸についてみると，回転数が増すにつれて強さは減少し，その強さは原糸の
88.5-75.896である。同じく下糸についてみると，その強さは原糸の86.9-94.2%で，必ずしも回転
数の増加に伴って減少してない。
テトロン糸田'Sの場合は毎分4α治針まで縫製可能であったが，上糸についてみると回転数の増加に
伴い強さは減少し，その強さは原糸の96.6-82.1%である。同じく下糸についてみると，その強さは
原糸の86. 9-95.3~ぢで， 必ずしも回転数の増加に伴って減少していない。
ナイロン糸田Sの場合は毎分間均針と笈削針までは縫えたが筑間針以上は縫製時lζ縫糸が切れて縫
えなかった。 上糸の強さは原糸の81.7-81.15ぢ，下糸は00.3-83.3%である。
ナイロンやテトロンは融点iJ1夫々2100C ・2600C内外で，縫製時iζ ミシン針が摩擦熱のため高温と
なり，そのため縫糸が融けて切れるようである。それを証明するものの如く縫製直後のミシン針を手
で触れると火翻する位高温で針の色も変色し，針孔lζは黒い焦げが詰っていた。縫製時の針の温度上
昇を測定した W.S. Sondhelm 仰の研究によれば，縫製5分で針の温度は2∞。Cを超えると。
縫製後の縫糸の強さと糸の種類との関係一一上糸についてみるに，カタン糸 ・絹糸・テトロン糸・ナ
イロン糸のうちテトロン糸が他の糸i乙比し強さの減少度がやや少ないという ζ と位しか明かでない。
要するに，縫製後の上糸の強さは4種の糸共iζ ミシンの回転数の増加に伴って順次減少しているが
下糸の強さは回転数の増加に伴い必ずしも減少していないし，又概して上糸より下糸は強さの減少度
が小さい，という結果となった。乙の理由は縫製時に上糸の受ける摩擦が下糸より大きく，摩僚の度
合が上糸の場合はミシンの回転数の増加に伴って大となるのに対し下糸の場合はミ シンの回転数とあ
まり関係のないζとに原因しているようである。
3. 考 察
以上述べた如く，ミシンにより布を縫製する場合，縫製迷度が増加するにつれてその縫目の上糸の
強さが減少する傾向が見られたので，原糸と縫製後の糸の強さとの差及び縫製速度の変化による糸の
強さの差の有志性を検定したと乙ろ第4表の結果を得た。 下糸についても同じく強さの差の有意性を
検定した。その結果は第5表の通りである。
第4表によれば上糸の湯合，原糸の強さと縫製後の糸の強さとの差は4種類の糸ともに何れの回転
数においても 1%の危険率で有意となった。回転数1∞0の場合と広間・3αm・4α)()・反則との差はナ
イロン糸を除き他の3種の糸においては何れも有志;差を示した。回転数淑治の場合と 波別・4α)()・
筑間との差はカタン糸と絹糸においては2000と反則との差が有意となり，テトロン糸では笈削 と4仰
との差が有意となった。回転数3αゅの場合と4α)(.5000との聞には有意差がなかった。但しテトロン
糸の場合は毎分4α)(針まで，ナ イロン糸の場合は毎分2α泊針までの成絞のみである。
下糸の場合についてみると，概して原糸と各回転数による縫製後の糸との聞には強さの有意差が認
められるが，他の場合の有意差は回転数の聞きの大小とは無関係である。
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第 4表 ミシンの閉転数の変化iζよる縫製後
の縫糸の強さの差の有官、性(上糸〉
組合せ yaf戸田S糸I~~トJよ|すJよ
原糸と1000回転I~.~~~う戸 13*ji mnff %件
//:.AAJU I '.J'J. '-"司，114. o;s'"j 1:t.:x.事苓;j<S:t_bl'f事
ρ <UVlO I民主 C¥d**1 <tQ 70*本d.?ιO?傘ネ
プ コ二 1.ご二~X~:. 二一仁了~-
7;お |二:エ;l;:ぶ「均一|
醐 と2似 ) ，ω川 8.69**:34.2:1料:0.40 
1/ 3∞o 1 8.94叫 21.34"*126.90料 4
1/ 4α)0 1 13.72州 14.07紳 :116.51柿
8 反則 lお.01**4犯 63紳|
2000と3α)() 1 2.29 I 4.7i* I 3.24 ， 
1/ 4α)() I 4.34 I 3.31 I 4.74傘 l
グ蜘 I9. 16**i 17.03梓 i I 
捌と4卿 Io_側 Io.∞3 I 0.53 
1/ 民間 1 0.58 
40∞とω∞ 10.83 
註(1)数字は不備分散比を示す。
(2)紳は 1%の危険率で有意，
本は5%の危険率で有怒。
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第5君主 ミシンの回転放の変化iζよる縫製後
の縫糸の強さの差の宥.fJ.性(下糸〉
組合せ|カAFFm糸13LKlYJよ
原糸と1000回転 O回 出問;臼66**1邸 32**。2∞o 9. Zl** 13.33牟場。3α)() 7.31* 7.43ホ
1/ 4α)() 
1/ 5∞o 0.002156.47料
1000と20∞ 0.21 11. 4S** 1. 02 28.2G糾
/ 3000 4.39 1. 33 2.89 
/ 40∞ 6.03* 0.33 0.2:1 
/ 5000 0.17 0.14 
2矧3と3α)() 0.04 
/ 4α)() 0.10 4.44* 1 0.45 
グヨ)()() 4.66* 12.14* 
0.23 
/ 50∞ 5.8S* 2白
4∞0と50∞ 8.61糾 0.77 
t主(1)数字は不偏分散比を示す。
( 2)特は1%の危険率で有t!.
*は5%の危険~で宥f1。
要するiζ，本実験においては縫製前の糸の強さと縫製後の糸の強さとの聞には，上糸の場合は明か
に差があり.mJ者は後者よりつねに強く ，そして文縫製速度が毎分1α刀剣・から順次5αゅ針と増大する
につれ縫製後の縫糸の強さの減少度は大となっている。下糸の協合は概して縫製前の糸の強さと縫製
後の糸の強さとの聞には差があり，前者は後者よりつねに強く，縫製速度の増大tζ伴ない縫製後の縫
糸の強さの減少IJrli必ずしも大となっていない。
縫製後の上糸の強さの減少度は同じく下糸のそれより概して大である。
縫~による縫糸の強さの減少度が比較的少ないのはカタン糸 ・ 絹糸 ・ テトロン糸 ・ ナイロン糸のう
ちテトロン糸である。
実 験 I 
木綿タッサー ・ナイロンタフタの2種の布をカタン糸50S.絹糸田Sと80S，ナイ ロン糸60Sと
eOSの6誕のミシン糸を用い， ミシン針の太さを No.9 • No.U. No.14と変えて，家庭用屯勤ミシ
ンiζより縫製した後，縫自の上糸及び下糸を別々にほどいて，それらの糸の切断抗張ノ1を測定した。
そしてミシン針・の太さの相違が縫製後の糸の強さに影響するか否かを検J.tした。
1.実験 方
?
o. 賦料一実験IC用いた布は木綿タッサー及びナイロンタフタで，その物理的性質は第6表の通
( 11 ) 
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第6表布の物理助性質 りである。
;要|平面霊山 |杭r51キ227 縫糸はカタン糸印Sと別S，撤回Sと加S，ナ
布名~Img/州 mm l 経|緯|経糸|緯糸 イロン糸60Sと即日6種で， ζれらの切断抗強力
木 綿I18.2 I 0.29 I 43 I 19 I 0.19 I 0.26 は第7表の通りである。タッサー I--.-1-・ー I- I 一 I -.--I 
ナイロンI 9.6 
タフタ 0.19 I 41 0.44 
第7表縫糸の強{中皮
¥縫糸|カタ |カタ|絹糸|献|ナイロ|ナイロ~- Iン糸 |ン糸 Imalmalン糸|ン糸
強件度~I 50S I 80S I 50S I 80S I 60S 1剖 S
ミシン針はオノレガン印No.9・No.11・0.140) 3 L-n""-'.... ";'1 "'71¥ I "'0 I 001¥ I "'.'" I ".0 I 切断強さgl870 518 1 8印|臼61 臼81 60ヴ
種で，これらの針の寸法は第8表の通りである。 切断伸び~I 6.31 4.7121.91川崎 01制
第8表 ミシン針の寸法 (rnm)
試料の作製は次の通りである。用布を2枚に折童
三示¥竺竺INo. 91 N~~竺竺ねて緯糸方向に lcm 間 6 自の大きさの針目で縫う。
針孔の巾 I0.27 I 0.38 I 1 ~.:~ 1 ~.=: 1 縫製後， 縫はじめと縫終りとを除いた中央の縫目の
針孔の長さ 1 0.72 I 0.95 I 
針孔部の針の太さ I0.65 I 0.76 I O.関 上糸と下糸とを傷つけないよう別々にほどきとる ζ
とは実験Iの場合と同様である。 乙の糸を試料長
10cmとなるよう両端を紙片に固定する。
試料糸の種類及び数は， 3種類の針で2種の布を6種類の糸を用いて縫うから36種で，上糸と下糸
各10本づつだから試料糸の総数720本となる。
b. 実駿機械及び測定方法一一縫製に使用したミシンは三菱家庭用電動ミシンで，その回転数は毎
分1∞o内外であった。
ミシンの回転数の測定及び糸の抗張力試験機は実験Iと同じである。
測定年月日は昭和32年6月-10月で，その時の温湿度22.0-3t. 90 C， 56-739ぢであった。
2. 実験成績
ミシン針の太さをNo.9・No.11・No.14と変化して家庭用電動ミシンで縫った後の縫糸をほどいて
その糸の切断強さを測定した。その結果の平均値は第9表の通りである。
第9表lζよれば本実験における縫製後の縫糸の強さは原糸(縫製前の縫糸)の強さより強い場合が
ある。即ち No.9のミシン針を用いてカタン糸 80Sで綿タッサー及びナイロンタフタを縫った場合
の各下糸，同じくナイロン糸60Sでナイロンタフタを縫った場合の上糸，同じくナイロン糸80Sで綿
タッサーを縫った場合の下糸， No.11のミシン針を用いてナイロンタフタを絹糸日Sで総った場合の
上糸，同じくナイロン糸60Sの上糸及び下糸，同じくナイロン糸80Sの上糸及び下糸， No.14の針を
用いてナイロンタフタをナイロン糸60Sで縫った場合の上糸及び下糸など。 ζれら11のケースは原糸
より強い値を示しているが，その強さは原糸の101-116必となる。他の61のケースにおける債は60-
99%の範囲である。何れにしても概して原糸の強さは同じ試料10個の値の標準偏差が絹糸及びナイロ
ン糸では396以下，カタン糸7%内外で極めて小さいのに対し，縫製後の糸の強さは標準偏差が大き
( 12 ) 
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く 26第にも及ぶ~合がある。
m9表 針の太さを変化した場合の縫事直後の糸の切断強さ (g)試科長10cm
芯立竺 No.9 No.ll No.14 備考ナイロン | ナイロン 綿タッサーIナタイフロンタ 原強糸のさ紛タッサー タフタ l'紛タッサー タフタ
' 上糸 793 647 782 748 7部 698 
カタン糸50S 下糸- 842 839 739 7日 831 828 8
70 
カタン糸80S 下上糸-
ω8 456 487 482 504 513 
530 536 461 451 522 480 
518 
糸50S よ糸 791 708 749 887 関3 852 絹
793 72:1 708 833 740 550 
880 
下糸
上糸 624 527 5伍 547 439 553 
絹 糸80S 下糸- 614 588 534 602 514 592 6
46 
上糸 608 “面白 471 752 お8 739 
ナイロン系印S 下糸ー 日9 反込 6∞ 752 部3 7ω 648 
上糸 587 g訓O 4ω 658 377 586 
ナイロン糸80S 下糸ー 638 593 485 616 420 民8
倒 7
註 10本の平均他
3. 考 察
以上のように家庭用ミシンで縫製後，ほどいて測定した縫糸の強さは原糸の60-116~ぢの範囲であ
るが， ミシン針の太さがNo.9・No.ll・No.14と変化した場合iζ，その縫糸の強さに差ーがあるか否か
を統計的に知りたいと考aえて上糸のみ(針の太さの大小が影響を及ぼすのは上糸だけであるから)につ
いて有広差の検定を行った。その結果は不偏分散比の他が0.72となり有志差を示さなかった。 ζの場
合，No.9の針で経った場合は縫糸が異つでも布が異なってもすべて同一母集団と見倣した。 No.ll
の針の協会も No.14の針の幼合も同様である。
要するに，家庭用ミシンでミシン針の太さを No.9・No.ll・No.14と変化して縫っても，針の太
さによる影響は縫製後の縫糸の強さに対しては認められない。
実 験 E 
木綿タッサ ・ー ナイロンタフタの2種の布をカタン糸の印 Sと80S，絹糸の50Sと80S，ナイロン
糸60Sと80Sの6極のミシン糸で， ミシン針の糸孔の陪!f度(なめらかさ)の異なる No.llの太さ
の針2種類を用いて，議f佐用活動ミシンlζより縫製した後，純白の上糸と下糸を別々にほどいて，そ
れらの糸の切断抗弧プJを測定した。そしてミシン針の糸孔の陪!U!1:の相逃が縫製後の糸の強さに影響
するか否かを検討した。
1. 実験 方 法
o. 試料一実験に用いた布及び縫糸は実験EのJs合と同極のものである。
( 13 ) 
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ミシン針は世界長印 No.11の針 2本を選んだ。そのうち1本は糸摩耗度の最小のもので，他の1
本は最大のものである。乙れら 2本の針の摩耗度を糸の切断までの針孔通過回数 (30Sカタン糸をミ
第10表針の摩耗度及び寸法 シン針の糸孔の中を往復をした場合 糸が切断するま
て五「ZZJ院長|針孔|針孔の|針Jl.frilでの回数)で示すと第10表の通 りである。
~ ." ーいヲ1 1 1 |の巾|長さ|の太さ
針 \ト~Ih'21P3;平均1rnm 1 nlm 1 mm 試料糸の作り方は実験Eと同様で， その種類は2
No.l1の(1)I 38I 31I 49Iぉ I0.40 I 1.01 I 0.84 種の布を6種の糸で2本の異なる針で縫ったから m
No.l1の悶 116136 116 1123 1 0.40 1 1.00 1 
| | | | | | | 種となり， 上糸及び下糸各10本づつだからその総数
は480本である。
b. 実験機械及び測定方法一一実験Eと同じである。
測定年月日は昭和32年10月11日~同16日で， 温湿度は22.2-24.10C，67-68労である。
2. 実験成績
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下?とと ミシン針ω 1 ミシン針(2) 備原考糸綿タッサーIナフイフロンタ 綿タッサーIナタイフロタン の強さ
上糸 791 742 756 870 
カタン系50S 下糸- 815 963 830 877 
870 
上糸 494 531 日2 489 
カタン系80S 下糸- 5日 557 490 519 518 
糸50S 上糸 862 822 714 720 絹 848 812 791 832 880 下糸
よ糸 602 回8 590 国8
絹 糸80S 下糸- 618 608 626 608 646 
上糸 705 705 7ω 678 
ナイロン糸60S 下糸- 720 臼9 658 642 648 
上糸 619 595 619 553 
ナイロン糸80S 下糸 622 585 578 623 607 
設 10本の平均値
ースにおいては81-99%である。又本実験においても実験Eと同様縫製後の強さの標準偏差は概して
大きく 1896にも及ぶ場合がある。
次lζ針の糸孔の摩耗度が異なる場合に縫製後の縫糸の強さに差があるか否かを知りたいと考えて，
No.llの太さのミシン針の摩耗度の大なる針と小なる針とを選び，とれを用いて縫った後ほどいた上
糸のみ(針の糸孔の摩耗度が影響するのは上糸だけであるから)について有志差の検定を行った。そ
の結果は不偏分散比の値が0.45となり有志差を示さなかった。この場合，摩耗度大なる針で縫ったm
合は縫糸を異にしても布を異にしてもすべて同一母集団と見倣した。摩耗度小なる針で縫った場合も
同様に取扱った。
要するに，家庭用電動ミシンで，同じ太さの針の糸孔の摩耗度の異なる2本の針を用いて縫っても
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針の糸孔のi$粍度の大小は縫製後の縫糸の強さに影響を及ぼさなかった，という乙とになる。
要 約
縫糸効率(“縫自の強さ"の“縫糸の引掛強さ x針目数"に対する比)Iζ影響を及ぼす要素として縫製
操作を検討する必要のある乙とを感じ，先づ縫製速度及びミシン針の太さと針孔のなめらかさについ
て検討した。その結果は次の通りである。
(1) 縫製速度即ちミ シンの回転数を毎分 1000・2∞0・3000・40∞ ・5∞0と変化して，4種の糸
(50Sのカタ ン糸・ 絹糸 ・ テ ト ロン糸 ・ナ イロン糸)を用いて天竺木*~lを縫って後， その縫糸を上糸
及び下糸別々にほどいて， それらの糸の抗張力を測定した。
その結果，上糸の場合は縫製後の糸の強さと縫製前の糸の強さとの閣にはつねに有志;の差があり，
叉縫製速度が増大するにつれて縫製後の糸の強さの減少度は大となっている。下糸の場合は，縫製後
の糸の強さは縫製前の糸の強さより弱く なっており，縫製速度の増大iζ伴って強さの減少度は必ずし
も大となっていない。
ω ミシン針の太さをNO.9・NO.11・NO.14と変えて，家庭用電動ミシン(縫製速度毎分1∞0針)
で，6種の糸(カタン糸50Sと80S，絹糸田Sと80S，ナイロ ン糸印Sと80S)を用いて，綿タッサ
ー及びナイロンタ フタの2植の布を縫って後，その縫糸を上糸及び下糸別々にほどいて，それらの糸
の抗張力を測定した。
その結果，上糸における縫製後の糸の強さは縫製前の糸の強さにくらべて必ずしも減少していない
で，前者の後者に対する比は60-116.$ちである。 又針の太さの差・による縫製後の糸の強さには有志の
差がなかった。
。) ミシン針の糸孔のなめらかさの異なる NO.llの太さの針2本を選び，家庭用ミシンを用いて
6種の縫糸(包)と閉じ)で紛タッサー ・ナイ ロンタフタの2種の布を縫って後，その縫糸を上糸と下
糸とを別々にほどいて，それらの糸の抗張力を測定した。
その結果，上糸における縫製後の糸の強さは縫製部jの糸の強さにくらべて必ずしも減少していない
で，前者の後者に対する比は81-111$ぢである。 文針孔のなめらかさの相違による縫製後の糸の強さ
には有意の差がなかった。
和iを終るにのぞみ，実験の便宜をあたえられた阪大工学部谷村先生{ζ感謝し，試料を御提供下さっ
た日本針工業設びlζ束洋レーヨンの名社iζ対し謝芯を表す。
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SUMMARY 
In the course of the study on the seam efficiency published in Report 2. 
necessities of further inquiry into the influence of sewing conditions were felt. 
so that studies on the effect of sewing speed. of the needle size and of the 
smoothness of the needle hole on the strength of the threads after sewing were 
carried out. 
In all the studies. the threads after sewing were unfastened. upper and 
under ones separately. with utmost care not to damage them and then the 
strengths of the threads were measured and compared to those before sewing. 
(1) To study the influence of the sewing speed. specimens of one kind of cotton 
fabric were sewn with the speed of 1α)()，忽)()()， 3000， 4α)() and日沿orevolutions 
per minute and the strengths of threads of回Scotton，田Ssilk.回STetron and 
50S Nylon after sewing were measured. The results are tabulated in Table 3. 
For the upper threads. significant difference3 were always found between 
the strengths after sewing and tho:;e before sewing. the former being always 
lower than the latter. the lower as the speed increased. 
In the case of under threads. some lowering of the strength by sewing was 
found but no regular relationship with the speed was recognized. 
(2) To study the effect of the needle size. tbree sizes of sewing needles. No.9. 
No.ll and No.14 were used on a dome:;tic sewing machine kept at a constant 
speed of 1α)() revolutions per minute to sew specimens of cotton and Nylon 
fabrics. each of one kind. with 6 kinds of threads. 50S and田Scotton.印Sand 
回Ssilk and 60S and 80S Nylon. and the strengths of the threads after sewing 
were measured. The results are tabulated in Table 9. 
The strength of the upper threads after sewing was not always lower than 
those before sewing. The ratio of the former to the latter varied between 印96
and 116%. No significant difference dependent on the needle size was observed. 
(3) To study the effect of the smoothness of needle holes. two needles of No.11 
size were selected. one with smooth hole and the other with rougher one. and the 
strengtbs of threads after sewing with these two needles were compared. 6 kinds 
of threads on 2 kinds of fabrics. the same as those in (2) were tested. The results 
are showed in Table 11. 
The strengths of both upper and under threads suffered no regular change 
by sewing with smooth and rough needle holes. tbe ratio of the strength after 
sewing to that before sewing ranging between 81 and 110第.and no significant 
difference was found of the effect of the smoothness of holes. 
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